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次 第

2. 保存活用計画の検討に向けて

○野幌原始林の価値とは

1.令和4年度調査結果概要および進捗について

◯旧耕作地植生調査

◯植物相調査（追加指定地外縁）

◯追加調査の進捗状況

◯令和３年度までの調査結果の整理内容

３.今後の予定
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1.令和4年度現地調査について

今年度の調査内容と進捗状況
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追加調査1.ベースマップ作成と森林評価

追加調査2.森林特性の把握（大径木調査）

追加調査3.森林整備手法の検討

追加調査4.トドマツ遺伝子分析

実施 今回資料

実施 今回資料

実施 今回資料

実施 今回資料

◯GISデータ集積、ベースマップの作成 ▲実施中
◯森林属性の抽出と整理 10月予定

◯樹木サイズが大きい林分の抽出 ▲実施中
◯抽出林分の踏査と大径木調査 ▲実施中

◯対象区域の抽出・整理 ●9月
実施内容

◯樹木の更新状況調査 ●9月

◯自生木、更新稚樹、植栽木の採取 今後予定 方針、
既存文献紹介◯検体の分析 今後予定

1.旧耕作地植生調査

2.植物相調査（追加指定地と周辺）

3.広島幼稚園利用アンケート調査

4.緊急調査業務調査結果の総括

実施 今回資料

実施 今回資料

実施 今回資料

実施 今回資料

○植生分布図の作成 ●8月
実施内容と結果○コドラート調査（植生調査） ●8月

○樹木の更新状況調査 ●8月

◯追加指定地と外縁を調査 ●5、8月 実施内容と結果

◯聞き取りの進め方、項目及び方法の検討 ●6月
◯アンケート調査の実施 10月予定

◯R2-R4の調査結果について整理 ▲実施中 R3までの調査
内容の整理◯保存活用計画に向けた方向性や課題の総括 今後予定



1.令和4年度現地調査について

(1)旧耕作地植生調査
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■前回委員会での質疑と対応
対象地：追加指定地・旧耕作地（1.864ha）
時期：2022年8月下旬（猛禽繁殖期を避けて実施）
○植生分布図の作成
対象範囲を群落区分して図化
○コドラート調査（植生調査）
群落ごとに方形区を設定して全体植被率（％）、出現
植物ごとの種名・被度％・生育高を記録
・方形区 13区（2m×2ｍ、6群落タイプ）
2021年実施の3区のデータ（毎木・稚樹・植生）も追加

○樹木の更新状況調査
各調査区の高木種・亜高木種の稚樹（高さ0.1～
5m）を調査、種名・樹高を記録
2m以上の稚樹密度から、今後の樹林化について検討

委員からの意見 意見への回答 対応方針・実施内容

この調査の目的は何か。
草本分布図で面的な状況を
把握し、コドラート調査で詳細
な植生構造を把握する

群落の分布と基本構造を整
理

サイズが1m×1mというのは不十分。幼木が生
育する状況を把握するなら、5m×5mや
10m×10mでもよい。

許可申請との兼ね合いで検討
する

基本的に草本群落のため
2m×2mで実施（R3年度
調査と同様）

森に復元していくかどうかを見極めるためには、
出現した高さ2m以下の高木類についての調査
を検討するとよい。

現地の状況を見て検討する
調査区に出現した樹木を記
録

今後ここの植生をどうしていくかという将来的な
検討をしなくてはならない。

調査結果を参考に検討する 面的な更新状況を把握し、
樹林化について予測、検討

前回視察したのが2年ほど前になり、この間にか
なり変化していることが予想される。どこかで一
度現地を見ておく必要があるのではないか。

第2回委員会の前、あるいは
別の日に見ていただくようにした
い

10/2～13に視察を実施

外来種による追加指定地への影響が懸念され
るため、植生・植物相のモニタリングや対策を考
えておく必要がある。

R3に目録は作成済み（40種）、モニタリングについては今後
検討

■調査の実施内容



(1)旧耕作地植生調査 植生分布図の作成
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Googleマップより
踏査により5つの群落に区分
周辺の樹林タイプも図化

ほとんどを外来種主体の高茎
草本群落が占める。
稚樹群を含む低木群落は北側
の5%程度のみに限られる。

高茎草本群落 低茎草本群落 低木群落 低木混生群落



コドラート調査
（植生調査）の結果
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2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m 2×2m
4.0m 3.8m 2.7m 1.4m 1.7m 1.7m 4.9m 3.9m 12.0m 0.8m 0.8m 1.1m 1.7m 1.5m 1.6m 1.6m

18 21 17 11 15 15 12 22 18 14 9 9 12 12 16 13 11
0 9 9 7 7 8 6 7 9 8 7 7 7 8 8 10 7

40% 20% 30%  50% 30% （亜高木50%) 　

40 400 20 380
50 490 2 35 900

15 900

100% 95% 90% 100% 100% 85% 100% 100% 100% 90% 100% 60% 100% 100% 90% 100%

ケカナダアキノキリンソウ * 25 165 30 135 75 142 80 166 10 169 1 140 60 172 90 140 75 162 95 158
オオアワダチソウ * 3 76 3 135 5 158 2 106 3 147 3 138 3 17 3 92 3 136
シロツメクサ * 0.1 6 1 15 20 20 20 42 10 15 40 16 40 16 50 28 10 16 30 26
コヌカグサ * 10 118 10 55 5 75 60 73 50 77 50 77 20 82 3 72 3 73 5 85
ハルガヤ
アキタブキ 3 56 2 62 20 68 2 35 3 32 15 75 1 42 0.1 19 15 48
ヒメジョオン * 1 10 1 78 1 10 0.1 10 1 56 0.1 11 0.1 16 0.1 43 0.1 43 35 97 1 85 2 10 0.1 10
ナガハグサ * 3 27 25 42 25 42
ヘラオオバコ * 0.1 18 20 46 20 46
ブタナ * 1 15 5 57 10 38 65 58 5 12 3 33 3 33 10 30 1 17 2 48 15 36
オオチドメ 35 21 35 21 10 138
コウリンタンポポ * 15 62
オオヨモギ 5 120 3 105 5 151 0.1 5 0.1 42
ススキ 10 198 1 102
クサイ 1 33 2 37 2 45 1 38
カモガヤ * 0.1 21 5 95
イ 2 31 1 44 0.1
カワラハハコ 2 56
ヒメスイバ * 0.1 3 0.1 5 0.1 8 0.1 8 0.1 10 1 16 0.1 12 0.1 13
スギナ 0.1 25 1 18 0.1 25
ムラサキツメクサ * 1 40 0.1 13 0.1 18
エゾノギシギシ * 0.1 42 0.1 58 1 53
ネバリノギク * 1 114
セイヨウタンポポ * 0.1 6 0.1 10 0.1 14 0.1 17 0.1 17 0.1 15 0.1 10
ゲンノショウコ 0.1 45 0.1 32 0.1 28 0.1 18 0.1 18
オオバコ 0.1 8 0.1 6 0.1 11
アオスゲ 0.1 10 0.1 11
オランダミミナグサ * 0.1 6 0.1 23
コウゾリナ 0.1 13 0.1 10
メマツヨイグサ * 0.1 47 0.1 26
アキノエノコログサ * 0.1 14
アキメヒシバ 0.1 8
カタバミ 0.1 4
コハコベ * 0.1 5
タニソバ 0.1 15
ネジバナ 0.1 21
ヒメムカシヨモギ * 0.1 10
ヒヨドリバナ ○ 0.1 18
ツルアジサイ ● 0.1 4
ヤブハギ ● 0.1 8 0.1 73
クマイザサ ● 95 90
チシマザサ ● 30 99 15 91

低木群落 低木混生群落 カラマツ低木群落 （林縁部） 低茎草本群落 高茎草本群落

プロット名

サイズ
群落高 m
出現種数
外来種数
低木層
種名

草本層
種名

周辺林内
(参考） Q1 Q2 Q3 Q4 Q7 Q8 Q9 Q5 Q6 Q10 Q11 Q12 Q13

被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ

X1 X3 X2
2021調査 2021調査 2021調査

シラカバ ○ 75 200 45 200 10 196 3 133 1 95 1 52 1 100 5 100
カラマツ * 1 134 60 169 70 200 2
ハルニレ ○ 0.1 13 0.1 27 0.1 9 1 40 1 42
ヤチダモ ○ 0.1 15
チョウセンヤマナラシ ○ 5 117 1 70
イヌコリヤナギ 15 176 10 200 0.1 28
オノエヤナギ 10 137 1 103 0.1 22
バッコヤナギ 1 128 0.1 78 0.1 18 0.1 37
ドロノキ 1 170 0.1 15
ウダイカンバ 1 124
エゾノカワヤナギ 1 140
タチヤナギ 0.1 114
ナワシロイチゴ

被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ 被度 高さ

シラカバ
カラマツ
ハルニレ

3

2 1
1 1

3 0.1 1
2 2

3
1 2

0.1 1

0.1
2 2 0.1

1 0.1

0.1
1

0.1

1 1

1

0.1
0.1 0.1

0.1 0.1

0.1
0.1

0.1

0.1

0.1 1

0.1
1

0.1

0.1

森林性 外来13区+周辺広葉樹1区+2021年3区

植生 外来
比率

プロット名 群落高 草本層
植被率

優占種 出現
種数

周辺林内(参考）

低木群落
Q1
Q2

低木混生群
落

Q3
Q4

カラマツ低木
群落

Q7
Q8

（林縁部） Q9

低茎草本群
落

Q5
Q6

高茎草本群
落

Q10
Q11
Q12
Q13

65% 18
4.0m 100% 21
3.8m 95% 17
2.7m 90% 11
1.4m 100% 15
1.7m 100% 15
1.7m 85% 12
4.9m 100% 22
3.9m 100% 18
12.0m 100% 14
0.8m 90% 9
0.8m 100% 9
1.1m 60% 12
1.7m 100% 12
1.5m 100% 16
1.6m 90% 13
1.6m 100% 11

チシマザサ
シラカバ
シラカバ
シラカバ

ブタナ
カラマツ
カラマツ
クマイザサ
コヌカグサ
コヌカグサ
コヌカグサ

0%

42%

45%

40%

57%

65%

52%

X1*

X3*

X2*

ケカナダアキノキリンソウ

ケカナダアキノキリンソウ

ケカナダアキノキリンソウ

ケカナダアキノキリンソウ

ケカナダアキノキリンソウ

ケカナダアキノキリンソウ

各調査区の結果概要



(1)旧耕作地植生調査 樹木の更新状況
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稚樹は限られた区画のみで見られた。
3m以下のシラカバやヤナギ類が多く、高
木類はあまり見られない。

周辺は広葉樹の種子供給源があり、林内の
ササが少ないところではミズキ、シナノキ、
イタヤカエデなどの稚樹がかなり見られる。

草地に稚樹が少ないのは、地形条件や土質
により表土が乾燥しやすいことによるか。

西側のカラマツ人工林に接している部分で
はカラマツが侵入、5m程度となっている。

草地の中にはシラカバやハルニレの実生や
稚樹がまれに見つかる。

ハルニレやヤナギ類は、エゾシカの食痕が
目立ち、ウサギの食痕も多い。

2mx2m 10mx10m当たり

0.25 0.25 1.25

0.5 0.25 0.25 0.5

樹高別 樹種別

植生

0 0 

112 0 

13 0 

34 0 

0 0 

0 0 

0 0 

プロット
名

群落高 稚樹
本数

稚樹優占種 稚樹密度
2m-

高木種

周辺林内(参考）

低木群落
Q1
Q2

低木混生群
落

Q3
Q4

カラマツ低木
群落

Q7
Q8

（林縁部） Q9

低茎草本群
落

Q5
Q6

高茎草本群
落

Q10
Q11
Q12
Q13

0-1m

チョウセンヤマナラシ

1m- 2m- 高木
種

シラカ
バ

ヤナ
ギ類

カラマ
ツ

ミズキ
シラカバ

シラカバ
シラカバ
ハルニレ
カラマツ
ハルニレ
カラマツ
シラカバ

ハルニレ
ハルニレ
シラカバ

シラカバ

17 17 17 0
20 1 11 8 1 9 1
17 3 9 5 5 12
1.8 1 0.4 0.4 
4 3 1 3 1
7 5 2 3 2 2
11 3 8 1 1 9
19 11 3 4 1 2 2 5
1.5 1.5 0.1 0.1 
1 1 1

14.8 15 0.3 
1 1 1
4 3 1 2 2

8 5 3 8

4.0m
3.8m
2.7m
1.4m
1.7m
1.7m
4.9m
3.9m
12.0m
0.8m
0.8m
1.1m
1.7m
1.5m
1.6m
1.6m

X1*

X3*

X2* 14.5 

シラカバの稚樹 ハルニレの稚樹
周辺母樹林のアオダモ
とアサダの果実



(2)植物相調査 追加指定地と周辺
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調査範囲は２年前に森林が伐開された場所で、全体的に
は森林林床生育種が多く外来種はまばらに生育している。

追加指定地の西側に行くほど外来種が多くなる傾向があ
り、旧耕作地などで外来種率が30%を超える。

オオハンゴンソウやオオアワダチソウの大群落はないが、
川沿いの湿った場所や追加指定地西端部の林床に群落を
形成している。

生育環境 確認種数 うち外来種数 外来種率※1 北海道BL※2掲載種数
A2 A3 B 未※3

やかましの森入口 21科28種 4科7種 25.0% 3 4
やかましの森外縁 49科88種 5科10種 11.4 3 6 1
トドマツ植林地① 37科56種 2科3種 5.4 2 1
２次林① 35科63種 4科6種 9.5 3 2 1
カラマツ植林地① 18科23種 5科9種 39.1 4 5
旧耕作地 16科33種 5科10種 30.3 5 4 1
カラマツ植林地② 43科74種 4科8種 10.8 3 4 1
トドマツ植林地② 36科68種 4科7種 10.3 3 3 1
２次林② 33科60種 4科13種 21.7 5 6 2
全体 73科119種 11科28種 23.5 9 12 6 1

オオハンゴンソウ群落
（沢を挟んだ2m×3m程度の範囲）

A2:本道生態系に影響あり、
防除対策の必要性につ
いて要検討

A3:本道生態系への影響等
が懸念される

B :生態系等への影響不明
未:BL未掲載種
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(追3)森林整備手法の検討 風倒跡地等の更新調査
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Googleマップより

旧耕作地と同様に今後自然林が回復すること
が求められる風倒地や人工林の現状、稚樹の更
新状況を把握する
追加指定地の風倒地4か所、人工林2か所を調
査（過去の人工林調査地4か所）。

5m×5mの方形区を設置
高木種の稚樹（樹高0.5m
以上）の種名・樹高を記
録
主要林床種、ササ被度を
記録



(追3)森林整備手法の検討 風倒跡地等の更新調査
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人工林内に広葉樹の侵入が見られ、風倒後
に成長している調査区もあった。

風倒跡地1 風倒跡地2

トドマツ人工林

カラマツ人工林



過去の報告書から調査内容を整理
R02～R03 特別天然記念物調査
H30～R02 アクセス道路環境調査

調査区分
植物相調査
植生図作成、ドローン撮影
群落調査（植生調査）
森林調査（毎木調査）
動物調査（文献整理）

(3) 過年度の調査業務・結果の総括
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① 植生素図作成のための、写真判読の下図とする
② 種子供給源となるトドマツの生育状況を把握する 追加指定地 トドマツは尾根に散在

広範囲にチシマザサ

① ドローン撮影写真をもとに植生素図を作成する 追加指定地 7区分

② 既往調査において林分構造を把握していない箇所を中
心に方形プロットを設置し、毎木調査を実施する 追加指定地 二次林2ヶ所

③ 林況調査の概査時にクマゲラの痕跡等を記録 追加指定地 西側で個体・採餌痕3 箇所を確認

野幌原始林周辺部の既存資料の取りまとめを行う
北広島市から提供を受けた資料のほか、CiNii検索 周辺含む 18文献 野幌含む目録、周辺地の分布図、森林調査

区15区

既指定地のドローン撮影 既指定地

ドローン写真から既指定地41.7haのトドマツを抽出 既指定地 分布図作成。個体数や面積の整理はなし

令和2年度作成植生素図、空中写真をもとに現地踏査し
植生図作成 指定地 植生図9区分

既指定地の代表的な森林の特性を把握するため調査 既指定地 4箇所

現地踏査による植物相把握 追加指定地 6環境　261種

令和2年度トドマツ分布図をもとに調査箇所を設定し、トド
マツを中心とした毎木調査を実施 指定地 9箇所

野幌原始林のクマゲラ、エゾシカの生息状況の把握 周辺含む H30-R2報告書から抜き出し

追加指定地でトドマツを中心とした毎木調査
※実際には非自然林の群落・更新状況調査 追加指定地 旧耕作地・人工林に5区

文献収集して動植物目録を作成、有識者

特別天然記念物野幌原始林緊急調査

きたひろしま総合運動公園・アクセス道路環境調査

　（R02はFRS担当、R03は北電総合設計担当）

　（NDS担当）

報告書 項目名 分野 概要 調査 場所 実施内容・結果

R02_1

R02_2

R02_3

R03_1

R03_2

報告書 項目名 概要 調査 場所 結果

H30_1

植物相
動物
植物相

群落

動物

H30_2 森林

R01_1 動物

R01_2 森林

R02BP
動物

群落

景観調査
（ドローン調査）
林況調査（植生図）

林況調査（毎木調査）

資料収集および整理

ドローン撮影
トドマツ分布図作成

植生図作成

森林構造調査
植物相調査

トドマツ分布確認調査

動物・文献調査

トドマツ分布調査

植生

植物相

森林

動物
植物相
動物
植生

植生

植生

森林

植物相

森林

動物
森林
群落

ヒアリング6名 市内 市内4文献、近接地1文献
植物472種、鳥類57種、昆虫620種

道路計画地周辺を踏査 周辺 406種、RDB指定種6種

12か所の植生調査、植生図作成（環境省ベース） 概略植生12区分、ミズナラ群落など

道路計画地周辺で目録調査、鳥類重要種調査 鳥類89種、両は4種、ほ乳類7種、昆虫646種

11か所（7か所は既設）の毎木調査 追加指定地 ミズナラ・イタヤカエデなどの広葉樹二次林とハルニレ・ヤ
チダモなどの河畔林

鳥類重要種調査、クマゲラ、エゾシカ痕跡 周辺含む クマゲラ・猛禽類・エゾシカ痕跡の分布、出現季節

7か所（H30既設）の植生調査 追加指定地 森林調査区の植生調査

哺乳類・鳥類・両生類・魚類・昆虫類 周辺含む

重要種分布調査、分布地の群落調査 周辺含む 追加指定地などで231株確認、指定地1区設置

2020/11

2021/5～8

2018/8～19/6

2018/7～19/6

2020/4～21/3

―

2021/01

2021/01

―

2020/11

―

―

2021/07

2021/07

―

2021/10

―

2018/09

2019/01

2019/7～9

2020/7～8

林況調査（クマゲラ調査）

地域概況調査

植物相調査
コドラート調査
動物調査

林況調査

動物調査
林況調査
動物調査
植物重要種移植

2019/11～20/3



1.令和4年度現地調査について

過去の報告書から毎木調査区
を抜粋、データを整理

合計31区+舘脇4区
既存指定地 15区
1970年代の既存指定地 4区
追加指定地 9区
追加・非自然林 7区

樹種構成、現存量、最大サイ
ズなどについて整理し、森林
の特徴をまとめる

⇔ 森林ベースマップ作成、大径木調査

(3) 過年度の調査業務・結果の総括
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■過去の森林調査（毎木調査）
報告書 項目名 調査年 サイズ 毎木 被度 林床 稚樹 区数 既指定地

2 2

1 1 2

1 3 3

文献名 調査年 サイズ 毎木 被度 林床 稚樹 区数 既指定地

3 1

59林班 60林班 63林班

コドラート調査 2019/01

コドラート調査 2019/01

コドラート調査 2019/08

林況調査 2021/01
H>1.3m

森林構造調査 2021/07
H>1.5m

トドマツ分布確
認調査 2021/07

H>1.5m

トドマツ分布調
査 2021/10

H>1.5m

59林班 60林班 63林班

D>10cm

追加二次林 追加人工林

H30_1

H30_2

R01_2

R02_1

R03_1

R03_1

R03_2

追加二次林 追加人工林

舘脇1973

20×20

20×20

20×20

20×20

20×20

20×20 2x2
4区

20×20
2x2
4区

1970 4×50

● ▲
●

● ▲
●

● ▲

● ▲

● ▲

● ● ●

9 4 4 1

11 +1 +1

7

2 2

4 4

9 7 2

5 5

合計 31 15 9 7

4 4

D>5cm
4 4 1

4+1 1+1



合計31区+舘脇4区
既存指定地 15区
1970年代の指定地 4区
追加指定地 9区
追加・非自然林 7区

植生図についても補正する
ほか、森林調査簿・現地踏
査結果から修正する
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■過去の森林調査区
の位置



1.令和4年度現地調査について

トドマツについては遺伝構造がある程度明らかに
なっている
北村系子ら（2021）日本の森林樹木の地理的遺伝構造
（31）トドマツ（マツ科モミ属）.森林遺伝育種 10:44-48.

後藤晋（2018）針葉樹における局所適応と遺伝的背景―ト
ドマツの標高適応を例として.遺伝72:63-69.

トドマツの生育量の推定
ドローン調査の写真から、成木は59林班3個体、60林
班70個体、63林班70個体程度

森林調査区結果からは、成木31本（10区）、稚樹10
本（3区）が確認されている

採取する検体数
自生木 既存指定地から合わせて30個体程度
更新稚樹 既存指定地から合わせて10～20個体程度
植栽木 周辺人工林から30個体程度

(追4)トドマツ遺伝分析
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■森林総合研究所北海道支所の北村系子主任
研究員に委託してトドマツの遺伝解析を実施

■指定地内のトドマツの「現状と課題」把握
⇒ 地域本来の個体 優先的に保存
⇒ 植栽由来 維持or復旧の方針検討

■前回委員会での質疑と対応
委員からの意見 意見への回答 対応方針・実施内容

周辺はトドマツ人工林があり、指定地のトドマツ
の保全の前提として、遺伝的にコンタミネーショ
ンが起こっているか確認する必要がある。遺伝
子レベルの実態の解明が必要。

遺伝子レベル
の調査について
はこれまでは想
定していなかっ
た。追加調査
の中でどこまで
可能か早急に
検討する。

森林総研の専門家に依
頼して調査を実施する。
道内のトドマツについては
解析が進められており、あ
る程度の解明が期待され
る。

小さな個体は人工林由来のものか、それらとの
交雑個体がほとんどになると思われる。

国内のトドマツについて遺伝的多様性と分布の
関係がどのぐらい調べられているか

周辺の造林地のトドマツ苗の産地をまず確認し
て潜在的な可能性をまず把握する。

森林管理署に確認。1か
所以外は具体的な採種
地の把握までは難しい。
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次 第

2. 保存活用計画の検討に向けて

○野幌原始林の価値とは

1.令和4年度調査結果概要および進捗について

◯旧耕作地植生調査

◯植物相調査（追加指定地外縁）

◯追加調査の進捗状況

◯令和３年度までの調査結果の整理内容

３.今後の予定
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２．保存活用計画の検討に向けて

野幌原始林の価値とは
〔野幌原始林の変遷〕
• 明治初期(1868~1894頃)

野津幌官林全体の約21%が針葉樹（トドマツ）
• 明治中期(1895～1907頃）

針葉樹の純林に更新するため禁伐林となる
（枯損木の間伐、広葉樹の巻枯らし程度の施業実施）

• 大正10年3月(1921)
天然記念物指定（この頃の針葉樹は全体の57％）

• 昭和初期～戦後(1936頃~1962頃）
風倒や戦争用木材としての伐採によりトドマツが減少
特別天然記念物指定の解除（昭和34年(1959),昭和37年(1962))

• 令和元年(2019)10月 特別天然記念物の追加指定
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２．保存活用計画の検討に向けて

現在の状況は

〔既存指定地〕
 トドマツが衰退し、落葉広葉樹が優占する。

〔追加指定地〕
 落葉広葉樹の2次林、旧耕作地、人工林(トドマツ、カラマツ）
が混在する。

 人工林(トドマツ)の一部には、H30(2018)台風による風倒跡地
がある。

 東側は民有地で、幼児教育の場として利用されている。

既存指定地

追加指定地
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２．保存活用計画の検討に向けて

（特別）天然記念物に指定された背景
【既存指定地】
 本森林は石狩の平原に残る唯一の広大なる原生林にして、平坦な
る耕作地帯の中にこの如き太古以来の原生状態の存在するは、一
大奇観というべし。

 樹木は針葉広葉両類に渉りて種類に富めるも全林を通じてトドマ
ツ最も多く（略）

 広葉樹中大木となれるものにはセンノキ（ハリギリ）、カツラ、
ミズナラ、シナノキ等あり。また、クリ、コナラ、イタヤカエデ、
ホオノキ、ミズキ、べにやまざくら、ナナカマド、コシアブラ等
の混生するを見る。
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２．保存活用計画の検討に向けて

（特別）天然記念物に指定された背景
【追加指定地】
 地形に応じてミズナラ、イタヤカエデ、シラカンバなどからなる広葉樹の二次
林、ハルニレ、ヤチダモなどからなる河畔林が成立している。また、一部にカ
ラマツやトドマツの人工林、畑がある。

 昭和初期までに斜面部分を除き皆伐されたため、既指定地にみられるようなハ
リギリ、ミズナラ、シナノキ等の大径木は少ないものの、伐採後の二次遷移の
途上にあり、既指定地との植物相や植生の共通性も高く連続した林分であると
考えられる。

 追加指定地は、過去に人為撹乱を受けたものの、その後の遷移によって植生は
回復しつつあり、大都市近郊に存在する平地林として既指定地と一体を成すも
のである。指定の解除によって失われた地形に応じた多様な植生を有するもの
であるため、遷移の進行に伴って指定当時の野幌原始林の様相を取り戻すこと
が期待できる。



【参考 ベースマップ１】
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【参考 ベースマップ2】
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次 第

2. 保存活用計画の検討に向けて

○野幌原始林の本質的価値とは

1.令和4年度調査結果概要および進捗について

◯旧耕作地植生調査

◯植物相調査（追加指定地外縁）

◯追加調査の進捗状況

◯令和３年度までの調査結果の整理内容

３.今後の予定



○令和4年度調査
• 広島幼稚園利用アンケート調査
（保護者・教職員向けアンケートの実施）

• 3年間の調査結果総括
• ベースマップ作成と森林評価のまとめ
• 森林特性の把握（大径木調査）のまとめ
• 森林整備手法の検討のまとめ
• トドマツ遺伝分析
（11月以降、検体採取と分析の実施）

○次回の委員会
令和5年(2023)1月～2月予定
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3．今後の予定


